
1 そのお子さんがやりたいこと、好きなことは何ですか （解説書　第1項目）
誰が

2 （解説書　第2項目）

3 （解説書　第3項目）

4 そのお子さんの、困った行動が出る前はどんな状況ですか （解説書　第4項目）

5 そのお子さんの、困った行動というのは具体的にどんな行動ですか （解説書　第5項目）

6 （解説書　第6項目）

7 （解説書　第7項目）

8 他害が出そうなお子さんに対して、現場でうまく位置どりできましたか （解説書　第8項目）

□スケジュールをわかるようにしてみる　□順番がわかるようにする　　　　□ルールを説明するものを用意す
る
□「えらぶメモ」で選んでもらう　　　　□「どうしてメモ」で説明する　　□「○×メモ」で説明する
□カレンダーでいつできるか説明する　　□要求したら好きな活動ができるようにする

□はい　　□いいえ　（いいえでも、落ち込む必要はありません。ここから、ここから）

※「えらぶメモ」「どうしてメモの図案」は（株）おめめどうの登録商標です。「○×メモ図案」は登録商標申請中です。

2019年4月12日　　ひな型作成　　kingstone

こういう行動

困った行動への対応チェックリスト　　　　　年　　　月　　　日　名前

あなたは、事前にどんな準備をしますか

あなたは、そのお子さんが、なぜその困った行動をするのだと思いますか

（複数可）
□私（僕）を見て、関わって　　　　　　　　　　　　　　□私（僕）の物に触るな
□今、これで遊びたい（順番や人が使っているの無視）　　□今、これやってるし、動かないぞ
□これ、気持ちいいからやる（周囲の目として困る）　　　□やられたからやり返す（誤解であっても）
□うるさくってイライラするよ　　　　　　　　　　　　　□相手がいやな気持ちになることがわかりにくい
□よく考えたら困った行動じゃなかった　　　　　　　　　□その他

どういうことをしたかったり、どういう物が好き

そのお子さんは何かしたい時、物を使いたい時、拒否や要求をどういうふうに周
囲に伝えられますか
どういうふうに

こういう状況だった

そのお子さんはスケジュールがわかっていますか。わかりにく場合、現在どう対
応していますか。
（複数可）
□スケジュールの中にある自分の好きな活動を楽しみにしている
□たくさんイベントのあるスケジュールが理解でき動ける　　□次の活動だけ具体物で示すとわかる
□次の活動だけカードで示すとわかる　　　　　　　　　　　□次の次の活動までカードで示すとわかる
□そのお子さん用の個人スケジュールが掲示してある　　　　□手持ちの個人スケジュールがある
□自分でスケジュールの変更を交渉できる

そのお子さんのスケジュール利用の現状や、どの程度わかっているかを具体的に書ければ書いてみてください

このくらいわかって、こういうのを利用している


